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けんだま公園

新宮中央公園という名前から「けんだ
ま公園」に愛称が変わり、けん玉をモ
チーフにした遊具「たまちゃんの宮
殿」は子どもたちに大人気です。たま
ちゃんを探してみてください。

けん玉の町・廿日市では、まちのあらゆる所で

けん玉をモチーフにしたデザインや

モニュメントを見つけることができます。
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広島県の木工職人
けん玉学　起源から技の種類・世界のけん玉まで

株式会社本郷   はつかいち観光協会
一般社団法人グローバルけん玉ネットワーク (GLOKEN)

けけ
けん玉電灯

廿日市駅北地区の区画整理事業にお
いて、廿日市市の東の玄関口である
駅前にふさわしい賑わいゾーンには、
けん玉をかたどった照明灯が設置さ
れました。

けん玉マンホール

けん玉の技を示した「けん玉マンホー
ル」。このイラストは「世界一周」とい
う技を表現しています。他にも色々な
技が描かれたマンホールがあり、マン
ホールカードも製作しています。

けん玉タイル（市内各所）

将来にわたり市民に親しみを持って
利用していただくため、平成１４年に
「ふれあい通り」には、「さくら」と、発
祥の地である「けん玉」のタイルが設
置されています。

たまちゃん看板

廿日市駅通り商店街を盛り上げよう
と、看板設置を検討した際「廿日市とい
えばけん玉！」ということで、たまちゃ
んを起用しました。けん玉商店街と名
付けられる前から、商店街とけん玉に
は深いつながりがあったようです。

路上けん玉アート

JR廿日市駅南側駅前広場の整備に伴い、
けん玉商店街へ向かう路上誘導サイン
として「けん玉をモチーフとしたアー
ト」を募集し、選ばれた作品は、JR廿日市
駅前の歩道上に設置されています。

巨大けん玉

第2回けん玉ワールドカップの際、大
会シンボルとして廿日市木材団地協
同組合より寄贈されました市役所１
階ロビーに設置されていますので、ぜ
ひ見てください。

世界一の巨大けん玉

宮浜温泉の宮浜グランドホテルには、
全長2.7メートル、重さ90kgの巨大け
ん玉があります。2014年にテレビ番
組で「世界一大きいけん玉」という企
画で制作されました。　　

石のけん玉モニュメント

「ふれあい通り」に、廿日市ライオンズ
クラブがチャーターナイト20周年記
念事業として歩道にけん玉モニュメ
ントを寄贈・設置され、夜間はライト
アップしています。
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0102 廿日市市けん玉史録けん玉の歩み

〝
け
ん
玉
〞
と
廿
日
市
市

廿
日
市
で〝
日
月
ボ
ー
ル
〞が

誕
生  

全
国
的
な
ブ
ー
ム
に

日月ボール 本郷東平氏

　

廿
日
市
市
は
、
古
く
か
ら
中
国
山
地
の
木
材
の
集

積
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
十
二
世
紀
に
建
造

さ
れ
た
嚴
島
神
社
の
美
し
さ
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
廿
日
市
市
は
歴
史
的
に
木
材
と
そ
の
加
工
技
術

と
に
強
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時

代
に
は
、｢

廿
日
市
ろ
く
ろ｣

と
呼
ば
れ
る
、
高
度
な

木
材
加
工
の
技
術
が
生
ま
れ
ま
す
。
明
治
時
代
に
な

る
と
そ
の
技
術
を
活
か
し
て
、
木
工
玩
具
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
工
芸
品
が
生
産
さ
れ
、
宮
島
を
訪
れ
た
観
光

客
に
土
産
物
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
こ

の
技
術
が
、
け
ん
玉
づ
く
り
に
も
応
用
さ
れ
た
の
で

す
。

　

け
ん
玉
は
、
廿
日
市
市
の
伝
統
的
な
ろ
く
ろ
技
術

に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
現
代
に
そ
の
伝
統
を
伝
え
る
、

「
木
の
ま
ち
は
つ
か
い
ち
」
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
だ

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

廿
日
市
市
に
お
け
る
け
ん
玉
づ
く
り
は
、
百
年
を

超
え
る
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
江
草
濱
次
氏
と
い

う
呉
市
出
身
の
職
人
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終

わ
っ
た
大
正
七
(
一
九
一
八
)
年
に
従
来
の
け
ん
玉

を
改
良
し
て
、
現
在
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
け
ん
玉
の
原
型
を
つ
く
り
、
大
正
八
年
に
実
用
新

案
を
取
得
し
ま
し
た
。
三
年
後
の
大
正
十
(
一
九
二

一
)
年
に
、江
草
氏
は
木
製
玩
具
の
生
産
で
有
名
だ
っ

た
廿
日
市
市
を
訪
れ
、
本
郷
木
工
(
現
・
株
式
会
社

本
郷
)
に
依
頼
し
て
、
け
ん
玉
の
製
造
を
始
め
ま
し

た
。
江
草
氏
は
自
ら
の
け
ん
玉
を
「
日
月
ボ
ー
ル
」

と
名
づ
け
ま
し
た
。
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
太
陽
の

よ
う
に
ま
っ
赤
に
色
付
け
ら
れ
た
ボ
ー
ル
と
、
三
日

月
型
に
削
ら
れ
た
皿
の
部
分
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

け
ん
玉
と
似
た
玩
具
は
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
国

に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
に
も
フ
ラ
ン
ス
で
流
行
し
た

「
ビ
ル
ボ
ケ
」
と
い
う
ボ
ー
ル
と
棒
か
ら
な
る
玩
具

が
江
戸
時
代
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
明
治
時
代
に
は

子
ど
も
の
玩
具
と
し
て
流
行
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
月
ボ
ー
ル
は
そ
れ
ま
で
の
け
ん
玉
と
は
形
が

異
な
り
ま
す
。
皿
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
技
の
数

が
増
え
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
洗
練
さ
れ
た

遊
び
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
廿
日
市
市
が「
け

ん
玉
発
祥
の
地
」
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

当
初
、
け
ん
玉
は
足
踏
み
式
の
ろ
く
ろ
を
回
し
て
、

手
作
業
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
製
造

が
追
い
つ
か
な
い
た
め
、
大
正
十
三
(
一
九
二
四
)

年
頃
か
ら
動
力
式
の
ろ
く
ろ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

大
量
生
産
が
可
能
に
な
る
と
、江
草
氏
は
「
日
月
ボ
ー

ル
の
歌
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
も
つ
く
っ
て
大
々
的

に
販
促
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
日
月

ボ
ー
ル
は
関
西
方
面
を
中
心
に
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
り
、
廿
日
市
市
か
ら
毎
日
貨
車
で
全
国
に
向

か
っ
て
出
荷
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
昭
和
時
代
に

入
っ
て
か
ら
も
ブ
ー
ム
は
続
き
、
実
用
新
案
の
権
利

が
消
え
て
か
ら
は
、
東
北
の
こ
け
し
生
産
地
な
ど
、

全
国
で
お
土
産
や
民
芸
品
と
し
て
け
ん
玉
が
つ
く
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

けん の み

1600年以前
けん玉の起源
��世紀のフランスにおいて王貴族の男女が
けん玉の原型とされるビルボケで遊んでい
る様子が鮮明に描かれた銅版画が残ってい
る。アンリ�世やルイ��世も楽しみ、フラ
ンス革命が起きても廃らなかったという。

1877年  明治10年

1907年  
明治40年

1777年  
　　　　　 安永6～7年

棒と玉だけのけん玉が日本にも登
場したことが、喜多村信節の「嬉遊
笑 覧」（���� 年・文 政 �� 年）に 記
載されており、主に酒席の遊びと
して用いられていたらしい。
けん玉は「拳玉」と
書かれている。

日本で棒と玉だけの
けん玉が大流行した。

1937年  昭和12年
けん玉は世界各地で流行し、フラン
ス映画の名作「望郷」（ジュリアン・
デュヴィヴィエ監督）でジャン・ギャ
バンが演じる殺し屋ぺぺ・ル・モコ
の子分が、けん玉をやっているシー
ンが再三にわたって出てくる。

1945年  昭和20年
戦争中、廿日市のけん玉工場も軍需品
を製造していたが、戦後の復興ととも
に、廿日市で数社が自社製品のけん玉
の製造を復活した。

1924 ～1935年  
　　　　　　　 大正13年～昭和10年

これまで、けん玉はすべて手作業で製造していたが、
����年（大正��年）頃から動力の普及により、生産が
向上、売り上げも上昇し、大流行となった。廿日市で
も本郷木工のほか、数社でも生産を始めている。
昭和に入って工場制工業による木工業が栄え、����
年（昭 和�年）の 調
査 で は、家 内 工 業
の木工玩具製造業
者が��戸、工場は�
つあり、��人就業。

1921年  大正10年
呉市出身の江草濱次氏が、当時家具の小物を製造していた廿日市
の本郷木工（現 株式会社本郷）に来訪。江草氏が実用新案を取得し
た図面と玉と棒だけのけん玉を持って来て、製作を依頼した。そし
て、本郷東平氏により初めてけん玉「日月ボール」が削りだされた。
日月ボールとは、玉と棒だけであった。それまでのけん玉に、受皿
を取り入れたものであり、現在のけん玉の形の誕生である。

木材の集積地、廿日市で江戸時代に始まった傘用
ろくろ及び「廿日市そろばん」を生み出した「廿日
市ろくろ」の技術を受け継ぎ、明治時代に木材を
材料とする工業が発展する。当時、廿日市の人口
は�,���人程度だったのに、そのうち�,���人が木
工業関連に従事していたという説もある。

1983年  昭和58年5月
「第 � 回けん玉道西日本選手権大会」が

熊本県小国町で開催された。

1984年  
昭和59年6月10日

「第 � 回けん玉道西日本選手権大会」が
廿日市のナタリーで開催された。

1970 ～1974年  
　　　　　　　　 昭和45年～昭和49年

最盛期には � 軒以上の業者が製造し、廿日市は全国
で約 � 割のシェアを占めていた。年間製造数は約 ��
万個を越え、国内はもとより海外にも輸出していた。

主に観光物産としてけん玉市場を席巻していた廿日市のけん玉は、時代のニー
ズの変遷と共に需要は激減し、それと共に製造業者も減少、����年（昭和��年）
にはわずか � 社となった。

1979年  昭和54年
「第�回けん玉道全日本選手権大会」が東京都田無市で開催された。

けん玉の歴史とはつかいち

History of Kendama

廿日市市のけん玉には

こんな歴史が

あったんだね！

廿日市市マスコットキャラクター
「 たまちゃん 」

1975年  昭和50年5月
公社 ) 日本けん玉協会が東京都田無市 ( 現西東京市 ) で
創立される。初代会長は童話作家の藤原一生氏。

昭和後期から平成初期までの状況

誕生 ～ 昭和

けん玉発祥の年
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け
ん
玉
の
衰
退
か
ら
復
活
へ

世
界
が
認
め
る

「
け
ん
玉
の
聖
地
」
に

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
廿
日
市
の
け
ん
玉
工

場
も
軍
需
品
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
復
興
と

と
も
に
け
ん
玉
の
製
造
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
戦

後
も
何
度
か
け
ん
玉
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
ア
メ

リ
カ
に
も
け
ん
玉
を
輸
出
し
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

一
九
七
〇
年
代
(
昭
和
四
十
五
年
~
)
に
は
、
良

質
な
競
技
用
け
ん
玉
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、

フ
ァ
ン
の
間
で
「
け
ん
玉
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

廿
日
市
市
で
は
六
軒
以
上
の
工
場
が
年
間
約
三
十

万
個
以
上
の
け
ん
玉
を
製
造
し
、
全
国
の
生
産
数

の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
の
変
遷
と
共
に
需
要

は
激
減
し
、
昭
和
時
代
の
後
期
か
ら
廿
日
市
市
で

は
け
ん
玉
製
造
業
者
の
転
業
や
廃
業
が
続
き
ま
し

た
。
平
成
十
(
一
九
九
八
)
年
に
は
最
後
の
一
社
だ
っ

た
共
栄
玩
具
有
限
会
社
も
生
産
を
中
止
し
、
廿
日

市
市
に
お
け
る
け
ん
玉
の
歴
史
は
一
時
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
状
況
は
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
多
く
の
人
々
が
復
活
を
望
み
、
平
成
十
二
(
二

〇
〇
〇
)
年
に
、
は
つ
か
い
ち
観
光
協
会
、
廿
日

市
商
工
会
議
所
、
市
が
連
携
し
、
廿
日
市
市
木
材

利
用
セ
ン
タ
ー
で
け
ん
玉
製
造
が
復
活
し
た
の
で

す
。
十
一
月
一
日
に
は
、「
け
ん
玉
づ
く
り
初
め
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復
活
の
立
役
者
に
な
っ
た
の

は
、
け
ん
玉
発
祥
の
地
の
職
人
と
し
て
、
そ
の
技

術
を
次
世
代
に
継
承
し
た
い
と
い
う
強
い
意
志
を

持
ち
続
け
て
い
た
元
・
共
栄
玩
具
有
限
会
社
の
西

村
保
宣
氏
で
す
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
け
ん
玉
は
世
界
へ
と
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
平
成
十
六
(
二
〇
〇
四
)
年
に
は
、

以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
け
ん
玉
選

手
団
六
人
が
廿
日
市
市
を
訪
れ
、
巨
大
け
ん
玉
の

前
で
実
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
世
界
各
国
で
け
ん
玉
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
人
気
を
集
め
る
と
、
廿
日
市
市
も
「
け

ん
玉
の
聖
地
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
平
成
二
十
六
(
二
〇
一
四
)
年
、
一
般
社

団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
け
ん
玉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
)
と
、
市
と
商
工
会
議
所
、
木
材
業
界
、

観
光
協
会
な
ど
「
オ
ー
ル
廿
日
市
」
に
よ
り
、「
け

ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
廿
日
市
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
当
初
は
海
外
勢
に
押
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
廿
日
市
教
室
か
ら
も
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

誕
生
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
四
(
二
〇
二
二
)

年
ま
で
に
九
回
の
大
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
世
界

中
か
ら
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
毎
年
廿
日
市
市
で

素
晴
ら
し
い
技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

廿
日
市
市
で
は
、
平
成
二
十
三
(
二
〇
一
一
)

年
か
ら
市
内
の
す
べ
て
の
小
学
一
年
生
に
、
木
材

利
用
セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
た
け
ん
玉
を
配
付
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
や
家
で
、
け
ん
玉
と

い
う
郷
土
が
誇
る
伝
統
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
す
。

廿
日
市
市
に
と
っ
て
「
け
ん
玉
」
と
は
、
世
代
や

国
境
を
超
え
た
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

道
具
の
一
つ
な
の
で
す
。

1998年  平成10年
廿日市で最後までけん玉を製造
していた共栄玩具有限会社が、社
長の西村明信氏の逝去により、生
産を中止し、廿日市におけるけん
玉の歴史が一時途絶える。

2000年  平成12年
市内でのけん玉製造が途絶えたことを
惜しむ声が市内外から届き、観光協会、
商工会議所と市が連携し、廿日市市木
材利用センターでけん玉の製造を開始
した。

2011年  平成23年～
廿日市市は、����年（平成��年）から毎年市内
すべての小学一年生に、廿日市市木材利用セン
ターで製造されたけん玉
を配布し、けん玉の普及を
図っている。

廿日市市は、����年（平成��年）から毎年市内
すべての小学一年生に、廿日市市木材利用セン
ターで製造されたけん玉
を配布し、けん玉の普及を
図っている。

2014年  
平成26年6月22日

「けん玉商店街」（廿日市駅
通り商店会）に、けん玉セレ
クトショップ「 kendama 
shop&salon 夢」が誕生した。

2014年  平成26年7月12・13日
����年代から、アメリカを中心に海外のストリートスポー
ツとしての人気の高まりを受け、けん玉発祥の地廿日市で
けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会による「第�回けん
玉ワールドカップ廿日市����」が、新宮中央公園とふれあい
プラザで開催された。初代の優勝者はアメリカのボンズ・
アトロン氏

����年代から、アメリカを中心に海外のストリートスポー
ツとしての人気の高まりを受け、けん玉発祥の地廿日市で
けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会による「第�回けん
玉ワールドカップ廿日市����」が、新宮中央公園とふれあい
プラザで開催された。初代の優勝者はアメリカのボンズ・
アトロン氏

2015年  平成27年～
当時の廿日市木材団地協同組合により、高さ�.�
メートル、重さ約���キロの巨大けん玉が製造さ
れた。けん玉ワールドカップの際、毎年会場へ運
んでいるが、通常は廿日市市役所�階に置かれて
いる。

当時の廿日市木材団地協同組合により、高さ�.�
メートル、重さ約���キロの巨大けん玉が製造さ
れた。けん玉ワールドカップの際、毎年会場へ運
んでいるが、通常は廿日市市役所�階に置かれて
いる。

2021年  令和3年8月21・22日
「けん玉発祥���周年記念 第８回けん玉ワールドカッ

プ」をオンラインで開催。全国９会場でオンライン参
加を実施した。

2021年  令和3年
けん玉発祥���周年を記念して、「けん玉川柳大会」

「けん玉ペイントコンクール」などを開催した。

2001年  
平成13年

けん玉着ぐるみマスコット「たまちゃん」を観光
PR用に作成し、��月の「廿日の日」で披露。その
後も、イベント等で活躍している。

オンラインで開催した
第８回けん玉ワールドカップ

木材利用センターけん玉

第�回けん玉ワールドカップ廿日市����

���周年記念ポスター

けん玉川柳大会

ペイントコンクール入選作品

平成 ～ 令和

2013年  
平成25年
株式会社イワタ木工が新ブラ
ンド「夢元無双」の製造販売を
開始した。

けん玉の歴史とはつかいち

がんぐ

ひろう

かつやく

かいさい

はっしょう

はっしょう

かいさい

はっしょう

かいさい

かいさい

じっし

せんりゅう

お

れんけい

ふきゅう

む げ ん む そ う はんばい

せいきょ

と だ

じ
ょ
う
き
ょ
う

ぐ
ん
じ
ゅ

ふ
き
ゅ
う

こ
ろ

し

け
ん

へ
ん
せ
ん

げ
き
げ
ん

じ
ゅ
よ
う

れ
ん
け
い

が
ん
ぐ

が
ん
ぐ

や
す
の
り

こ
ろ

き
ょ
だ
い

い
っ
ぱ
ん

ひ
ろ
う

お

ひ
ろ
う

こ

ほ
こ

か

か
い
さ
い

け
い
し
ょ
う

は
っ
し
ょ
う
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糸

大皿

大皿の

ふち

小皿

小皿の

ふち

中皿

中皿のふち

皿胴

玉
穴

Manufacturing process of Kendama

けん玉の製造工程

in 廿日市市木材利用センター

けん玉職人

　 　鍋谷 一也さん

　

「
剣
の
根
元
」
は
便
宜
上
の
名
称
。
な
お
、
小

皿
と
は
両
サ
イ
ド
の
二
つ
の
皿
の
う
ち
「
小
さ

い
方
の
皿
」
、
中
皿
と
は
三
つ
の
皿
の
う
ち
「
真

ん
中
の
位
置
に
あ
る
皿
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

大
き
さ
は
一
般
的
に
大
皿>

小
皿>

中
皿
と
な
っ

て
い
る
。
中
皿
と
い
う
名
は
、
か
つ
て
は
「
え

ん
と
つ
」
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
昭
和
五
十

二
(
一
九
七
七
)
年
に
愛
好
家
に
よ
っ
て
中
皿

と
決
定
さ
れ
た
と
い
う
説
と
、
大
皿
と
小
皿
が

で
き
た
と
き
に
中
皿
と
名
が
つ
い
た
と
い
う
説

が
あ
る
。

けん玉の名称
Part name of Kendama

廿日市市木材利用センター

きれいな

 玉ができたよ！！

玉づくりの工程

皿胴づくりの工程

伝統の廿日市ろくろの技術で
けん玉を製造しているんだって！

センターポンチという道具でサクラの中心に穴を開けて、きれいな円を
つくるのにはコツが必要で、一番難しいとされる工程です。

棒状の丸いブナ材を形削りして、中央部分をくぼませてから、
大皿と小皿を加工し、中央部に剣先を通す穴を開けます。

けんじり

滑り止め

剣

剣先

01

材料をセットする

02

玉を丸くする

06

糸穴をあける

05

穴の面を取る
04

磨く

03

穴を開ける

01

材料をセットする

02

削る

05

剣穴をあける

04

小皿を削る

06

糸穴をあける

07

磨く

03

大皿を削る

　
　

廿
日
市
市
木
材
利
用
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
熟
練
の
職

人
が
、
一
年
に
約
二
、〇
〇
〇
個
の
け
ん
玉
を
一
つ
一
つ
手
づ
く

り
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

け
ん
玉
の
材
料
は
、
玉
に
は
サ
ク
ラ
、
剣
や
皿
胴
に
は
ブ
ナ

が
主
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
旋
盤
と
い
う
機
械
な
ど
を
使
っ
て

サ
ク
ラ
や
ブ
ナ
を
削
っ
て
、
磨
き
上
げ
、
て
い
ね
い
に
組
み
立

て
て
い
ま
す
。

Pro
cess1

Process 2

けん

すべ

けんさき

さらどう

け
ん

べ
ん
ぎ
じ
ょ
う

め
い
し
ょ
う

い
っ
ぱ
ん

さ
ら
ど
う

せ
ん
ば
ん

み
が

け
ず

みが

けず

けずけず

みが

けん

かたけず

けんさき

なべたに かずや

めいしょう
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剣づくりの工程

01 材料をセットする 02 削る

01 糸の長さを決める

02 皿胴と剣をネジで止める

03 剣先をカットする

03 余った糸を切る

05 磨く 04 中皿を削る

04 完成！！

形
が
見
え
て
き
た
よ

組み立ての工程

ならい旋盤を使って削り、サンドペーパーでていねいに磨きます。

玉の塗装は外注し、帰って来てから組み立てに入ります。木工品は、
手をかければかけるほど良いものができるそうです。

INTERVIEWけん玉をつくる人たち

木
工
品
な
ら
で
は
の
ぬ
く
も
り
が

　
　
　
け
ん
玉
の
魅
力
で
す

廿
日
市
市
木
材
利
用
セ
ン
タ
ー

し
み
ず
木
工
所
代
表

鍋
谷
一
也
さ
ん

　
自
分
の
木
工
所
を
営
む
か
た
わ
ら
︑
十
年
ほ
ど
前
か
ら

週
二
回
廿
日
市
市
木
材
利
用
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
け
ん
玉

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
け
ん
玉
づ
く
り
を
始
め

た
の
は
︑
市
の
職
員
か
ら
西
村
保
宜
さ
ん
が
後
継
者
を
探

し
て
い
る
と
聞
い
た
か
ら
で
す
︒
西
村
さ
ん
が
一
人
で
け

ん
玉
づ
く
り
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
︑
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
た
の
で
︑
す
ぐ
に

引
き
受
け
ま
し
た
︒
西
村
さ
ん
の
指
導
は
厳
し
か
っ
た
で
す

が
︑﹁
こ
い
つ
な
ら
大
丈
夫
﹂
と
思
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
︒

三
年
前
に
西
村
さ
ん
が
引
退
し
て
か
ら
は
一
人
で
年
間
約
二
千

個
を
製
造
し
て
い
ま
す
︒
一
番
神
経
を
使
う
の
が
玉
の
部
分
を
き
れ
い
な
円
に
す
る
こ
と

で
︑
穴
を
開
け
て
中
心
を
取
る
の
が
難
し
い
で
す
ね
︒
け
ん
玉
の
機
械
は
新
し
く
て
も
半

世
紀
以
上
前
の
相
当
古
い
も
の
ば
か
り
で
︑
調
整
す
る
の
も
大
変
で
す
︒
壊
れ
て
も
部
品

が
無
い
の
で
︑
自
分
で
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒
ほ
と
ん
ど
手
づ
く
り
で
︑
コ
ン

マ
何
ミ
リ
単
位
の
細
か
い
作
業
で
す
が
︑
手
を
か
け
れ
ば
︑
手
を
か
け
る
ほ
ど
き
れ
い
な

も
の
が
で
き
る
し
︑
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
と
違
い
︑
木
工
品
な
ら
で
は
の
ぬ

く
も
り
が
あ
る
こ
と
が
け
ん
玉
の
魅
力
で
す
ね
︒

　
こ
こ
で
つ
く
ら
れ
た
け
ん
玉
は
︑
廿
日
市
市
の
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
に
配
ら
れ
ま

す
︒
子
ど
も
た
ち
が
最
初
に
手
に
す
る
け
ん
玉
が
︑
自
分
の
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
思
う
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
︒
子
ど
も
た
ち
か
ら
感
謝
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

課
外
学
習
で
小
学
生
が
見
学
に
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
︑
す
ご
く
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
で
︑
質
問
も
た
く
さ
ん
し
て
く
れ
ま
す
︒
私
が
西
村
さ
ん
か
ら
受
け
継
い
だ
よ

う
に
︑
こ
れ
か
ら
も
廿
日
市
市
に
け
ん
玉
づ
く
り
を
残
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
︒

西
村
さ
ん
は
八
十
二
歳
ま
で
や
っ
て
い
た
の
で
︑
体
が
動
く
限
り
は
続
け
た
い
で
す
が
︑

今
の
課
題
は
人
材
の
育
成
で
す
︒
細
か
い
作
業
が
多
く
︑
女
性
に
も
向
い
て
い
る
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
︑
皆
さ
ん
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
︒

ん
玉
づ
く
り
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
︑
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
た
の
で
︑
す
ぐ
に

引
き
受
け
ま
し
た
︒
西
村
さ
ん
の
指
導
は
厳
し
か
っ
た
で
す

が
︑﹁
こ
い
つ
な
ら
大
丈
夫
﹂
と
思
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
︒

三
年
前
に
西
村
さ
ん
が
引
退
し
て
か
ら
は
一
人
で
年
間
約
二
千

唯
一
無
二
の
も
の
づ
く
り
で

　
け
ん
玉
の
価
値
を
高
め
た
い

株
式
会
社
イ
ワ
タ
木
工

代
表
取
締
役

岩
田
知
真
さ
ん

　
私
達
は
け
ん
玉
の
価
値
を
高
め
る
た
め
︑
使
い
や
す
さ
と
︑
美
し
い

仕
上
が
り
を
追
究
し
︑
世
界
中
へ
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
け
ん
玉

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　
二
〇
〇
〇
年
頃
︑
廿
日
市
市
よ
り
け
ん
玉
製
造
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
が
︑
明
る
い
未
来
が
感
じ
ら
れ
ず
最
初
は
躊
躇
が
あ
り
ま
し
た
︒
し

か
し
︑
市
内
の
け
ん
玉
大
会
で
︑
子
ど
も
た
ち
が
目
の
色
を
変
え
て
真

剣
に
プ
レ
イ
す
る
姿
に
感
動
し
︑
製
造
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
︒

そ
し
て
遊
ん
だ
後
に
お
も
ち
ゃ
箱
に
放
り
込
ま
れ
る
よ
う
な
け
ん
玉

で
は
な
く
︑
飾
っ
て
い
て
も
美
し
い
け
ん
玉
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
︒
た
だ
昔
な
が
ら
の
け
ん
玉
の
製
造
方
法
で
は
︑
思
っ
た
精
度
で
加
工
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
︑
自
社
で
機
械
を
作
り
︑
試
行
錯
誤
を
経
て
︑
世
界
基
準
と
な
る
新
し
い
け
ん
玉

の
製
造
が
実
現
し
ま
し
た
︒
ま
た
使
い
や
す
さ
を
考
え
︑
最
も
消
耗
す
る
剣
先
の
先
端
部

分
は
樹
脂
に
し
︑取
り
換
え
可
能
と
し
ま
し
た
︒
け
ん
玉
業
界
で
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
︒

　
私
達
の
け
ん
玉
ブ
ラ
ン
ド
は
︑﹁
け
ん
玉
を
通
じ
て
︑
達
成
感
や
︑
や
り
き
る
力
を
自
分

の
夢
へ
の
原
点
︵
元
︶
と
し
て
︑
夢
を
叶
え
て
ほ
し
い
︒
夢
を
叶
え
た
い
と
思
う
気
持
ち

に
並
ぶ
素
晴
ら
し
い
も
の
は
無
い
︵
無
双
︶﹂
と
い
う
思
い
を
込
め
て
︑﹁
夢
元
無
双
﹂
と

い
う
名
前
を
つ
け
ま
し
た
︒

　
更
に
け
ん
玉
の
価
値
を
高
め
る
た
め
︑
二
〇
一
七
年
か
ら
︑
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
世
界

最
高
峰
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
の
国
際
見
本
市
﹁M

AISO
N

&O
BJET PARIS

﹂
に
て
︑

目
で
見
て
も
︑
使
っ
て
も
楽
し
め
る
﹁
遊
べ
る
オ
ブ
ジ
ェ
︵playable objet d’

art

︶﹂

が
コ
ン
セ
プ
ト
の
け
ん
玉
も
出
展
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
美
し
さ
が
国
内
外
か
ら
も
評
価
さ

れ
︑
海
外
の
高
級
時
計
メ
ー
カ
ー
や
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
様
々
な
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
現
し
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
廿
日
市
市
で
は
毎
年
﹁Kendam

a W
orld Cup

﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
︑
そ

の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
製
造
し
て
お
り
︑
世
界
中
の
け
ん
玉
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
集
ま
る
聖
地
と
し
て
廿
日
市
市
を
盛
り
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
こ
れ
か
ら
も
﹁
つ
な
が
り
﹂
を
大
切
に
︑
多
く
の
方
々
に
感
動
し
て
頂
け
る
も
の
づ

く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

さ
ん

　
私
達
は
け
ん
玉
の
価
値
を
高
め
る
た
め
︑
使
い
や
す
さ
と
︑
美
し
い

仕
上
が
り
を
追
究
し
︑
世
界
中
へ
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
け
ん
玉

木
工
品
な
ら
で
は
の
ぬ
く
も
り
が

　
　
　
け
ん
玉
の
魅
力
で
すさ

ん

　
自
分
の
木
工
所
を
営
む
か
た
わ
ら
︑
十
年
ほ
ど
前
か
ら

週
二
回
廿
日
市
市
木
材
利
用
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
け
ん
玉

何度もキレイに

磨いているのね！

次はこ
っちだ

！

完成！！

仕上げの工程スタート！

Pro
cess3

Process 4

けん

けず

けず

さらどう けん

みが
みが

けん

せんばん

とそう

けず みが

み
り
ょ
く

ゆ

い

つ

む

に

な
べ
た
に

や
す
の
り

こ
わ

ご
ろ

け
ん

か
ざ

じ
ゅ
し

か
い
さ
い

か
い
さ
い

ほ
う

さ
ら

か

さ
く
ご

し
ょ
う
も
う

け
ん
さ
き

か
な

か
な

む
そ
う

む
げ
ん
む
そ
う せ

ん
た
ん

い
ら
い

し
ん

ち
ゅ
う
ち
ょ

つ

さ
いみ

な

ち
ょ
う
せ
ん

み
り
ょ
く

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

こ
う
け
い
し
ゃ

け
い
し
ょ
う

か
ず
や

と
り
し
ま
り
や
く

か
ず
ま



0910 廿日市市けん玉史録けん玉を広める人たち

どうしてけん玉って呼ばれるんだろう？ 

現在では、持ち手を「剣」と呼び、玉と併せ
てけん玉と呼びますが、そもそもは、江戸時
代に流行した「拳あそび」の 1 種として、玉
を使って遊ばれたことから「拳玉」という名
前が付いたと考えられます。

現在の形のけん玉は廿日市で生まれたけど、
その頃はどう呼ばれていたかな？

「日月ボール」と呼ばれていました。玉の部分
を「お日さま」、けんの部分を「月」に見立て
たネーミングだったようです。

けん玉が廿日市で生まれた理由は？

廿日市は木材を材料とするおもちゃ作りが、
江戸時代や明治時代から盛んだったため、

「日月ボール」を考案した江草濱次氏が廿日
市の職人に製作を依頼したからです。

けん玉はどんな木で作られているのかな？

玉の部分は主にサクラで、けんの部分は主にブ
ナで作られています。廿日市が木材の集積地
だったことも、けん玉が廿日市で生まれた理由
の一つとされています。その他、けん玉の種類
によって、ハードメープルや欅、ホワイトオー
クなどの様々な木材を使用しています。

「第 1 回けん玉ワールドカップ」で優勝した
ボンズ・アトロンさんはどこの国の人？

アメリカの方です。第 1 回大会には、世界 10 の国と地域から 107 名が参加しました。

けんだま
？

INTERVIEWけん玉を広める人たち

オ
ー
ル
廿
日
市
を
結
集
し
て

　
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
実
現

一
般
社
団
法
人  

は
つ
か
い
ち
観
光
協
会

代
表
理
事
会
長

塩
田
ひ
と
し
さ
ん

　﹁
け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
廿
日
市
﹂
を
始
め
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
︑
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
ス
ト
リ
ー
ト
け
ん
玉
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
た
こ
と
で
す
︒
欧
米
の
若
者
た
ち
が
音

楽
に
合
わ
せ
て
︑
私
の
動
体
視
力
で
は
追
い
付
か
な
い
よ
う
な

す
ご
い
技
を
繰
り
広
げ
て
い
て
︑
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
︒

彼
ら
は
廿
日
市
市
が
発
祥
の
地
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
︑

聖
地
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
す
︒
こ
の
こ
と
を
廿
日
市
市

の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
︑
け
ん
玉
の
ト
ッ
プ

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
技
を
競
い
合
う
世
界
大
会
を
始
め
よ
う
と
決
意
し

ま
し
た
︒GLO

KEN

の
窪
田
保
代
表
と
協
力
し
て
二
〇
一
三
︵
平
成
二
十
五
︶
年
秋
か
ら

準
備
を
始
め
︑
市
と
商
工
会
議
所
︑
木
材
業
界
︑
観
光
協
会
な
ど
﹃
オ
ー
ル
廿
日
市
﹄
の

協
力
を
得
て
︑
翌
二
〇
一
四
︵
二
十
六
︶
年
七
月
に
あ
い
プ
ラ
ザ
で
第
一
回
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
勢
い
だ
け
で
始
め
た
大
会
で
す
が
︑

廿
日
市
市
の
子
ど
も
た
ち
が
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
驚
き
︑
目
を
輝
か
せ
て
い
る
の

を
見
て
︑
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
︒

二
〇
一
五
︵
平
成
二
十
七
︶
年
か
ら
は
︑
会
場
を
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
に
移
し
︑
規
模
を
大
き

く
し
ま
し
た
︒
始
め
た
頃
は
外
国
人
選
手
と
比
べ
て
日
本
人
選
手
の
技
が
遅
れ
て
い
る
と
感

じ
た
も
の
で
す
が
︑
二
〇
一
七
︵
平
成
二
十
九
︶
年
の
第
四
回
大
会
で
早
く
も
愛
知
県
の
金

田
奏
君
が
優
勝
︒
二
〇
一
九
︵
令
和
元
︶
年
の
第
六
回
大
会
で
は
︑廿
日
市
で
け
ん
玉
を
習
っ

た
佐
伯
区
の
空
瑠
衣
君
が
優
勝
し
︑
地
元
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
目
標
を
叶
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒し
か
し
︑新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
︑二
〇
二
〇︵
令

和
二
︶
年
か
ら
二
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒
二
〇

二
二
︵
令
和
四
︶
年
は
何
と
し
て
も
廿
日
市
市
で
開
催
し
た
い
と
思
い
︑
万
全
の
準
備
を
し

て
臨
み
ま
し
た
︒
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
︑
成

功
裏
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
リ
ア
ル
で
開
催
す
る
と
︑
選
手
同
士
や
選
手

と
廿
日
市
市
の
人
た
ち
の
素
敵
な
出
会
い
や
交
流
が
あ
り
ま
す
︒
二
〇
二
三
年
︑
大
会
は
十

回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
も
︑
け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
通
し
て
﹁
け
ん
玉
発

祥
の
地
廿
日
市
﹂
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
︒

楽
に
合
わ
せ
て
︑
私
の
動
体
視
力
で
は
追
い
付
か
な
い
よ
う
な

す
ご
い
技
を
繰
り
広
げ
て
い
て
︑
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
︒

彼
ら
は
廿
日
市
市
が
発
祥
の
地
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
︑

聖
地
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
す
︒
こ
の
こ
と
を
廿
日
市
市

の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
︑
け
ん
玉
の
ト
ッ
プ

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
技
を
競
い
合
う
世
界
大
会
を
始
め
よ
う
と
決
意
し

け
ん
玉
は
廿
日
市
市
が
生
ん
だ

　
　
世
界
に
誇
れ
る
宝
物

砂
原
夢
企
画
代
表

け
ん
玉
名
人

砂
原
宏
幸
さ
ん

　
け
ん
玉
の
伝
道
師
と
し
て
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

流
行
す
る
前
は
一
年
に
四
百
回
く
ら
い
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
を
開
い

て
い
ま
し
た
︒
小
さ
い
か
ら
︑
ど
ん
な
所
に
も
持
っ
て
行
け
て
︑

ど
こ
で
も
で
き
る
の
が
け
ん
玉
の
魅
力
で
す
︒
モ
ン
ゴ
ル
︑台
湾
︑

フ
ィ
リ
ピ
ン
︑
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
︑
ハ
ワ
イ
︑
メ
キ
シ
コ
な
ど
︑

海
外
に
も
何
度
も
行
き
ま
し
た
︒
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
車
で
回
っ
た

の
で
す
が
︑
途
中
で
休
憩
す
る
た
び
に
車
を
降
り
て
け
ん
玉
で

遊
ん
で
い
た
ら
︑
み
ん
な
が
や
ら
せ
て
や
ら
せ
て
と
や
っ
て
来

て
︑
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
輪
が
で
き
ま
し
た
︒
簡
単
な
技
で
も
最

初
に
で
き
た
時
は
う
れ
し
く
て
︑
も
う
ち
ょ
っ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
と
や
っ
て
い
く
う
ち
に

難
し
い
技
も
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒
一
人
で
で
き
る
し
︑
集
団
で
プ
レ
イ
し
て
も

楽
し
い
︒
入
口
は
簡
単
だ
け
ど
︑
奥
が
深
い
ん
で
す
ね
︒
無
限
に
挑
戦
し
て
︑
成
長
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
し
︑
け
ん
玉
で
培
っ
た
〝
や
れ
ば
で
き
る
〞
と
い
う
自
信
は
︑
他
の

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
に
も
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
︒

　
子
ど
も
の
頃
は
︑〝
ニ
ッ
サ
ン
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
糸
な
し
の
け
ん
玉
で
遊
ん
で
い
ま
し

た
が
︑中
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
や
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
け
ん
玉
と
再
会
し
た
の
は
︑

廿
日
市
市
で
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
時
で
す
︒
け
ん
玉
ク
ラ
ブ
の
顧
問
を
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
特
訓
を
始
め
て
︑
他
の
小
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
教
え
る
よ
う
に
な

り
︑
け
ん
玉
の
選
手
権
大
会
も
主
宰
し
ま
し
た
︒
忙
し
く
な
っ
て
教
師
の
仕
事
と
両
立
で

き
な
く
な
り
︑五
十
三
歳
で
教
職
を
辞
め
︑け
ん
玉
一
本
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
︒

け
ん
玉
が
一
人
の
人
間
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
︒

　
廿
日
市
市
で
生
ま
れ
た
け
ん
玉
は
︑
世
界
に
誇
れ
る
宝
物
で
す
︒
廿
日
市
市
で
は
小
学

校
の
新
入
生
に
け
ん
玉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
︒
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
加
え
て
︑
そ

れ
を
使
っ
て
プ
レ
イ
す
る
よ
う
な
地
元
に
根
差
し
た
大
会
も
開
催
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
︒

け
ん
玉
は
年
齢
を
問
わ
な
い
も
の
で
す
か
ら
︑
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
き
た

い
で
す
し
︑
私
も
け
ん
玉
で
体
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
︑
細
く
長
く
︑
九
十
歳
ま
で
は
け
ん

玉
を
教
え
て
い
き
た
い
で
す
︒

オ
ー
ル
廿
日
市
を
結
集
し
て

　
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
実
現

　﹁
け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
廿
日
市
﹂
を
始
め
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
︑
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
ス
ト
リ
ー
ト
け
ん
玉
の

INTERVIEW
け
ん
玉
に
適
し
た
木
材
に
す
る
に
は

　
　
　
手
間
と
労
力
が
必
要
で
す

大
逸
木
材
有
限
会
社

代
表
取
締
役

大
野
昌
治
さ
ん

　
け
ん
玉
の
材
料
と
な
る
木
材
を
製
造
し
︑
廿
日
市
市
で

け
ん
玉
を
製
造
し
て
い
る
廿
日
市
市
木
材
利
用
セ
ン
タ
ー

や
イ
ワ
タ
木
工
に
提
供
し
て
い
ま
す
︒
け
ん
玉
は
広
葉
樹

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
︒
玉
の
部
分
は
サ
ク
ラ
で
︑
剣
や

皿
の
部
分
は
ブ
ナ
で
で
き
て
い
ま
す
︒
広
葉
樹
は
身
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
で
︑
け
ん
玉
の
材
料
に
ち
ょ
う
ど
良
い
の

で
す
︒
当
社
は
昔
か
ら
廿
日
市
市
で
広
葉
樹
を
幅
広
く
扱
っ

て
い
た
た
め
︑
九
十
年
く
ら
い
前
の
け
ん
玉
の
黎
明
期
か
ら
︑

本
郷
木
工
︵
現
・
株
式
会
社
本
郷
︶
や
共
栄
玩
具
に
材
料
を

提
供
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
︒
以
前
は
お
土
産
用
や
お
も

ち
ゃ
の
け
ん
玉
が
主
で
し
た
が
︑
今
は
競
技
用
が
多
い
の
で
︑
よ
り
シ
ビ
ア
に
品
質
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
サ
ク
ラ
や
ブ
ナ
は
︑
水
分
の
あ
る
ま
ま
だ
と
変
形
し
て

狂
い
が
生
じ
て
く
る
の
で
︑
い
っ
た
ん
板
に
し
て
一
年
以
上
自
然
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
︑
乾

燥
罐
に
入
れ
︑
人
工
乾
燥
さ
せ
て
仕
上
げ
ま
す
︒
玉
は
一
度
︑
角
材
に
し
て
か
ら
丸
く
し

て
い
き
ま
す
︒
雨
を
避
け
て
五
～
六
年
自
然
乾
燥
さ
せ
る
と
人
工
乾
燥
し
な
く
て
も
良
い

く
ら
い
に
な
り
ま
す
が
︑
い
ず
れ
に
せ
よ
手
間
と
労
力
の
か
か
る
作
業
で
す
︒

　
桜
は
広
島
県
産
が
中
心
で
︑
廿
日
市
市
の
吉
和
や
北
広
島
町
︑
庄
原
市
︑
三
次
市
な
ど

の
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
︒
ブ
ナ
は
広
島
県
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
︑
広
島
県
と

島
根
県
の
県
境
の
も
の
や
島
根
県
産
が
多
い
で
す
ね
︒
広
葉
樹
は
秋
に
落
葉
し
て
身
が
し

ま
る
の
で
︑
な
る
べ
く
そ
の
時
期
に
伐
採
し
た
も
の
が
良
い
で
す
ね
︒
毎
週
の
よ
う
に
山

に
行
っ
て
木
を
見
て
︑
さ
わ
っ
て
︑
ひ
ら
め
く
も
の
が
あ
る
と
取
り
寄
せ
て
製
材
し
︑
質

感
な
ど
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
︒
ま
っ
た
く
同
じ
木
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
︑

け
ん
玉
に
適
し
た
木
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
経
験
を
積
ん
で
い
く
し
か
な
い
で
す
ね
︒

　
け
ん
玉
は
廿
日
市
市
が
誇
る
文
化
で
す
︒
膝
を
使
っ
て
適
度
な
運
動
に
な
り
︑
健
康
に

も
良
い
の
で
︑
お
年
寄
り
に
も
普
及
さ
せ
︑
シ
ニ
ア
の
大
会
な
ど
も
企
画
し
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
︒

か
り
し
て
い
る
の
で
︑
け
ん
玉
の
材
料
に
ち
ょ
う
ど
良
い
の

で
す
︒
当
社
は
昔
か
ら
廿
日
市
市
で
広
葉
樹
を
幅
広
く
扱
っ

て
い
た
た
め
︑
九
十
年
く
ら
い
前
の
け
ん
玉
の
黎
明
期
か
ら
︑

本
郷
木
工
︵
現
・
株
式
会
社
本
郷
︶
や
共
栄
玩
具
に
材
料
を

提
供
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
︒
以
前
は
お
土
産
用
や
お
も

け
ん
玉
に
適
し
た
木
材
に
す
る
に
は

　
　
　
手
間
と
労
力
が
必
要
で
す

　
け
ん
玉
の
材
料
と
な
る
木
材
を
製
造
し
︑
廿
日
市
市
で

け
ん
玉
を
製
造
し
て
い
る
廿
日
市
市
木
材
利
用
セ
ン
タ
ー

や
イ
ワ
タ
木
工
に
提
供
し
て
い
ま
す
︒
け
ん
玉
は
広
葉
樹

け
ん
玉
は
廿
日
市
市
が
生
ん
だ幸

さ
ん

　
け
ん
玉
の
伝
道
師
と
し
て
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

け
ん

は
ば

あ
つ
か

れ
い
め
い
き

が
ん
ぐ

く
る

そ
う
か
ま

か
ん
そ
う

か
ん
そ
う

か
ん
そ
う

ば
っ
さ
い

ほ
こ

と
う
こ
う

み
り
ょ
く

お
く

こ
も
ん

こ
ろ

つ
ち
か

い
そ
が

し
ゅ
さ
い

さ
い

ほ
こ

こ
う
れ
い

か
い
さ
い

さ
い

ね
ん
れ
い

ち
ょ
う
せ
ん

と
ち
ゅ
う

き
ゅ
う
け
い

た
い
わ
ん

し
ょ
う

く
ぼ
た
た
も
つ

く

こ
ろ

か
い
さ
いか

い
さ
い

か
い
さ
い か

い
さ
い

よ
ぎ

は
っ

そ
ら
る
い

だ
そ
う

お
く

か
な

か
な

か
れ

か
い
さ
い

お
ど
ろ

か
が

は
っ
し
ょ
う

し
ょ
う

む
か

お
う
べ
い

ひ
ざ

ふ
き
ゅ
う

き
か
く

か
ん
そ
う

し
ょ
う
ば
ら

さ

か
ん

ほ
こ

お
お
い
つ

し
ょ
う
じ

き
か
く

い
っ
ぱ
ん

ひ
ろ
ゆ
き

え ど

え ぐ さ

いらい

はまじ

けん

けん

あわ

え ど

けんだま

ころ

けやき




